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１１月２９日(金)に全校で手話学習を行いました。手話普及支援員さんやろうの方を講師として来ていただ

き、最初は全校でろうの方の体験談や手話を使ったコミュニケーション方法等の 

お話を聞きました。 

次に各学年で１時間ずつ、グループに分かれて演習を行いました。あいさつ 

や自分の名前、好きなものなどを手話を使って表していきました。どのグループ 

も和気あいあいとしながら学習に取り組んでいました。 

今回の学習で身につけた手話が、１つのコミュニケーション手段として日常 

生活で使えるようになってほしいと思います。 

 

自分なりの納得、自分なりの勉強方法 

校長  見世 直樹 

    
 人は誰でも、これまでの経験などから、自分なりの理解を生み出します。例えば、理科で「雲」がなぜできるかを

考えるとき、成長に応じてもありますが、①雷様が作って乗っている。②煙突の煙から生まれている。②海から水

滴が上がってできる等々、色々な考え、イメージを持っているわけです。中２の理科では、水蒸気、飽和水蒸気量

などを使って科学的に説明できるようになります。しかし、それを丸暗記では、すぐに頭から記憶がはがれてしま

います。元々自分の頭の中にある自分なりの考えを､書いたり、言ったりして外に出し、それを修正したり、追加し

たり、進化させることがとても大切です。 

 数学では例えば、３√２―√２＝□の計算を考えるとき、①②のような解き方を聞いたりします。 

① 答えは３で、理由は、３√２から√２の所を消すと３になるから 

② 答えは２で、理由は、－√２は－１×√２のことで、３から１をひくと２になるから 

二つとも正解ではありませんが、自分なりに考えを出せているところが大事で、そこから正解の２√２に持って行

くこと、つまり自分なりの納得（理解）をしていかないと身につきませんし、それが勉強です。教科書、タブレット、

人に聞く等、方法は様々ですし、説明の仕方も色々あります。 

３X―X＝と置き換えて分かる人や、（ √２＋√２＋√２）－√２と分解して分かる人、「√２」を「リンゴ」に置き

換えて、３個のリンゴを１個食べてなくなったら、２個リンゴが残ると物語で考えたり､以下のように面積の図にし

たりすると分かる人などなど。 

 

 

 いずれにしても、自分なりの腑（ふ）に落ち方があるはずで、そこにたどり着くまで粘り強く調べたり、色々な人に

聞いたりするわけです。 

 ３年生は今、放課後学習をがんばっています。色々な先生に質問したり、生徒同士で教え合ったりしています。一

つひとつ根気強く自分の納得を増やして自分のものにし、入試で活用できるようにして欲しいと思います。 

１月から始まる私立入試に向け、冬休みはじっくり家庭で勉強できるラストチャンスなので、何をどのようにやる

のか先生ともしっかり相談をして自分のやること、やり方を決めて望みましょう。1，2 年生もこれまでの復習をしっ

かり行い、新学期に繋げましょう。 

 そして、年末年始の自由時間は自分の好きなことができると良いです。 

全校での手話学習 
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１２月９日～１１日に、全学年で学年弁論に取り組みました。班弁論の代表者が自分の人権作文をクラスで 

発表して、思いや感想などを返し合いました。どの学年も一人ひとりの弁論に耳を傾け、感想や意見を書いた 

り、感想などを発表したりしていました。とても温かい雰囲気の中で行われ、発表者も発表をしてよかったと安 

心した表情で周りの人からの思いや感想を受け止めていました。この学年弁論を通して、一人ひとりの弁論を 

しっかりと受け止め、仲間とつながっていくことで更に学年のつながりも強くなっていきそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１０日（火）の６限目に、３年生を対象とした薬物乱用防止教室を行いま 

した。学校薬剤師としてお世話になっている日南薬局の山﨑恒明先生にお越し 

頂き、お話を聞きました。 

身近にある薬でも、用法・用量を守って使わないと、思わぬ副作用を起こす 

可能性があることや違法薬物に一度でも手を出すと、自分の意志でやめることは 

とても難しいことなどを聞きました。また、最近ニュース等でも取り上げられている 

「オーバードーズ」の危険性についてもお話を聞きました。正しい知識を持って薬 

は服用し、違法薬物の話をもちかけられても、きっぱりと断る、近づかない等、自分 

の安全を守る必要性を学習することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～５日 学校閉庁 

７日（火）始業式 

８日（水）３年学力診断テスト 

     １・２年標準学力調査 

８日（水）県総体スキー大会 

～１０日  （わかさ氷ノ山スキー場） 

１０日（金）米子松蔭前期入試 

米子北Ⅰ期入試 

１３日（月）成人の日（祝日） 

１７日（金）１・２年英検 

２０日（月）３年進路懇談（午後） 

２１日（火）３年進路懇談（午後） 

２２日（水）スキー中国大会 

～２４日  （島根県琴引スキー場） 

２４日（金）新入生説明会（保護者向け） 

２８日（火）３年学力診断テスト 

２９日（水）米子松蔭後期入試 

３０日（木）小中合同芸術鑑賞教室 

１月の主な行事 

 

 

山﨑先生のお話 

薬物乱用防止教室 

１９日（木）、２０日（金）は、お忙しい中、学期末懇談

にお越しいただきありがとうございました。２学期の学習

や行事等への取り組み、その成果や課題についてお話

をさせていただきました。短い休みですが、計画をしっか

りと立て、３学期につながる充実した冬休みにしてほしい

と思います。 

冬季休業中に何かありましたら、学校又は教育委員

会にご連絡ください。閉庁期間は、以下のとおりです。 

12月 24日(火)～1月 5日（日） 

学校：８２-１２２５   教育委員会：８２-１１１８ 

（ 

・違法な薬物に誘われたりしても絶対に使わないことが大切 

だと分かりました。１回使うだけでも依存してしまうと聞いて、 

怖いと思いました。これからも、正しい使い方を守って薬を使 

っていきたいです。 

・大切な人を悲しませたくないので、今日聞いた健康に必要 

な薬とそうでない薬の扱い方を、きちんと守ろうと思います。 

「くすりは、リスク」という言葉を、忘れないようにします。 

ていきたいと思いました。 

〈生徒の感想〉 

学年弁論 

 

１年 

 

２年 

 

３年 


